
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 412 

令和 5年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 C 単位数 2単位 年次 2年次 

使用教科書 数学 C Advanced （東京書籍） 

副教材等 
Hi‐PRIME 数学 C （東京書籍） 

NEW ACTION LEGEND 数学 C （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、疑問点や不明な点を理解できるように具体的演習を交えて行

います。 

・基本事項のスモールステップ学習により基礎事項を確実に自分のものにし、さらにそれに基づいた

少し進んだ応用事項にも関心を向けよう。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを

求めるだけでなく、途中式や考え方も書くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。

答え合わせは、自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと

もに，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。大きさと向きをもった量に着目し，演算法則

やその図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に考

察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。数学のよさを認識し

数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問

題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養

う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 図形の性質，場合の数と

確率についての基本的

な概念や原理・法則を体

系的に理解している。 

 数学と人間の活動の関

係について認識を深め

ている。 

 事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学

的に表現・処理したりす

る技能を身に付けてい

る。 

 図形の構成要素間の関係

などに着目し，図形の性質

を見いだし，論理的に考察

することができる。 

 不確実な事象に着目し，確

率の性質などに基づいて

事象の起こりやすさを判

断することができる。 

 数学と人間の活動との関

わりに着目し，事象に数学

の構造を見いだし，数理的

に考察することができる。 

 数学のよさを認識し積極

的に数学を活用しようと

したり，粘り強く柔軟に考

え数学的論拠に基づき判

断しようとしたりしてい

る。 

 問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり，評

価・改善したりしようとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 
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学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

1

学

期 

 

１

章 

ベ

ク 

ト

ル 

ベクトルの意味 a: ベクトルの意味，相等など

について理解する。 

発問評価 

小テスト 

  

ベクトルの加法・減法・実

数倍 

a: ベクトルの和，差，実数倍，

平行，分解について理解し，そ

れらを図示したり求めたりす

ることができる。 

c:多項式の演算法則と関連付

けて，ベクトルの演算法則を

考えようとしている。 

定期考査 

小テスト 

 提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

ベクトルの成分 a: ベクトルの成分表示につ

いて理解し，演算，分解，平行

についての問題を、成分表示

を利用して解くことができ

る。 

b: ベクトルの成分表示を利

用して，座標平面上の図形の

問題を解決することができ

る。 

定期考査 

小テスト 

提出課題 

発問評価 

 

ベクトルの内積 

探究 内積と図形の性質 

a: ベクトルの内積及びその

基本的な性質について理解し

ている。 

b: ベクトルの内積及びその

基本性質を，様々な場面に応

用することができる。 

c: ・ベクトルの内積について

学んだことを振り返り，考察

を深めようとしている。 

 

定期考査 

小テスト 

提出課題 

発問評価 

提出課題 

 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

２節 ベクトルの応用 

位置ベクトル 

a: 位置ベクトルについて理

解し，様々な点の位置ベクト

ルを求めることができる。 

b: 位置ベクトルを利用して，

平面図形の性質について考察

することができる。 

c: 位置ベクトルを利用して，

点の位置について考察するこ

とができる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

発問評価 

授業態度 
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 ベクトル方程式 

探究直線の方程式 

 𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐 の  𝑐 の意

味 

a:直線や円のベクトル方程式

について理解している。また、

直線の法線ベクトルについて

理解している。 

b:直線  𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐における

定数 𝑐 が直線に関するどの

ような条件から定まるかにつ

いて考察することができる。 

C:ベクトル方程式について，

座標平面と関連付けて考えよ

うとしている 。直線の法線ベ

クトルについて学んだことを

振り返り，考察を深めようと

している。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

２
学
期 

３節 空間におけるベク

トル 

１ 空間における座標 

a: 空間の座標について理解

し，対称な点の座標や 2 点間

の距離，座標平面に平行な平

面の方程式を求めることがで

きる。 

発問評価 

小テスト 

  

２ 空間におけるベクト

ル 

a: 空間におけるベクトルの

意味や演算，内積などについ

て理解している。 

c: 空間におけるベクトルの

意味や演算，内積などについ

て，平面の場合と関連付けて

考えようとしている。 

定期考査 

小テスト 

 提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

３ 位置ベクトルと空間

図形 

a: 空間における位置ベクト

ルについて理解し，様々な点

の位置ベクトルを求めること

ができる。空間座標を用いて，

球の方程式を求めることがで

きる。 

b:位置ベクトルを利用して，

空間図形の性質について考察

することができる。位置ベク

トルを利用して，空間におけ

る点の位置について考察する

ことができる。位置ベクトル

を利用して，空間における点

と直線の位置関係について考

察することができる。 

定期考査 定期考査 

発問評価 
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探究 三角形の重心と四

面体の重心 

b: 四面体の性質を見いだし

たり，多面的に考察したりす

ることができる。 

c: 位置ベクトルについて学

んだことを振り返り，四面体

の性質について考察を深めよ

うとしている。 

 定期考査 

発問評価 

提出課題 

 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

２
章
平
面
上
の
曲
線 

１節 ２次曲線 

１ 放物線 

a: 放物線の方程式とその概

形について考察し，放物線の

基本的な性質について理解し

ている。 

c: 放物線について，これまで

学んだことと関連付けて考え

ようとしている。 

定期考査 

小テスト 

 

 提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

２ 楕円 a: 楕円の方程式とその概形

や円との関係について考察

し，楕円の基本的な性質につ

いて理解している 

b: 線分の内分点の軌跡につ

いて考察することができる。 

c: 楕円の方程式を進んで導こう

とする。 

定期考査 

小テスト 

 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

３ 双曲線 a: 双曲線の方程式とその概

形などについて考察し，双曲

線の基本的な性質について

理解している。 

b: 軌跡の考えを利用して、双

曲線の方程式を導くことがで

きる。 

c: 双曲線の方程式を進んで

導こうとする。 

定期考査 

小テスト 

 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

４ ２次曲線の平行移

動 

a: 曲線の平行移動について

理解し，𝑥, 𝑦 についての 2

次方程式が表す曲線につい

て調べることができる。 

b: 𝑥, 𝑦 の 2 次方程式を変

形して、その方程式が表す図

形を考察することができる。 

c: 複雑な方程式で表される

2次曲線を、平行移動の考え

を利用して調べようとする。 

定期考査 定期考査 

発問評価 

提出課題 

発問評価 

授業態度 
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５ ２次曲線と直線 a:2 次曲線と直線の位置関係

について調べることができ

る。 

b: 2 次曲線と直線の位置関係

を、2次方程式の実数解の個数

で考察することができる。 

c: 2 次曲線と直線の位置関係

について，円と直線の場合と

関連付けて考えようとしてい

る。 

定期考査 定期考査 

発問評価 

提出課題 

 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

６ ２次曲線と離心率 

コラム 2 次曲線の焦点

の性質 

a: 離心率の値と 2 次曲線の

関係について理解する。 

b: 放物線、楕円、双曲線を離

心率 e と 1 との大小関係で統

一的に取り扱うことができ

る。 

c: 中学校での反比例の学習

や 2 次曲線について学んだこ

とを振り返り，考察を深めよ

うとしている。 

定期考査 

発問評価 

 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

３
学
期 

２節 媒介変数表示と極座

標 

1 曲線の媒介変数表示 

a: 曲線の媒介変数表示につ

いて理解し，媒介変数表示を

用いて曲線を表現し処理する

ことができる 

定期考査 

発問評価 

 

  

2 極座標と極方程式 a:極座標による表し方やその

意味，直交座標との関係につ

いて理解している。極方程式

が表す図形について調べるこ

とができる。2次曲線の極方程

式について調べることがで

き，離心率について理解して

いる。 

c: 極方程式が表す図形を直

交座標で表したり，条件が与

えられた図形の極方程式を求

めたりすることができる。 

定期考査 

 

 提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

3 いろいろな曲線 a: 媒介変数表示や極方程式

で表された曲線を，作図ツー

ルを利用して調べることがで

きる。 

定期考査 
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３
章
複
素
数
平
面 

１節 複素平面 

1 複素平面 

a: 複素数平面と，複素数の実

数倍，和，差などの図形的な意

味を理解している。 

c: 複素数の実数倍，和，差，

絶対値について，ベクトルと

関連付けて考えようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

 

 

 提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

2 複素数の曲形式 a: 複素数の極形式について

理解している。複素数の積，

商の図形的な意味を理解し

ている。 

b: 複素数平面における回転

と関連付けて，複素数平面上

の図形について考察すること

ができる。 

定期考査 

 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

 

 

3 ド・モアブルの定理 a: ド・モアブルの定理につい

て理解している。 

b: 複素数平面における回転

などと関連付けて，複素数の

累乗根について考察すること

ができる。 

定期考査 

 

定期考査 

発問評価 

提出課題 

 

 

２節 図形への応用 

1 複素数平面上の図形 

a:複素数平面上の線分の内分

点・外分点について理解して

いる。 

b: 与えられた条件を変形し，

複素数平面上の図形に関する

既知の条件に帰着させること

ができる。動点のえがく図形

について考察することができ

る。 

c: 複素数平面において，ある

図形上の点の満たす条件につ

いて，座標平面と関連付けて

考えようとしている。 

定期考査 定期考査 

発問評価 

提出課題 

 

提出課題 

発問評価 

授業態度 

 

2 複素数と角 a: 複素数平面上の半直線の

なす角を求めることができ

る。3 点が一直線上にある条

件や 2 直線の垂直条件につい

て理解している。 

b: 絶対値や偏角に着目し，複

素数平面上の三角形の形状に

ついて考察することができ

る。 

定期考査 定期考査 

発問評価 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


